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カリフォルニア大学オナー・プログラム調査旅行
荻原 哲 ・ 熊野 岳
Fact-Finding Site-Visit at Universities of California “ Honors Program" 
Satoshi OGIHARA and Gaku KUMANO 
We visited four camplses of the University of California to know th巴 details of honors pl・ograms being rln by individllal 
camplses. Our fact-finding visit included lhe following mandates: first, meeting with the program coorclinators and teachers; 
second, colecting infornlation!files!documents relevant to honors program at each campus; th廿d， interviewing honor stuｭ
dents, and finaly clas observation of the progl羽ms. W巴 spend half-day to whole day on each campus and hereby we report 
the summaries of our fact-finding site-visit. While we were on the trip trying to see more p巴opleand colect mor巴 inforn1ation
rel巴vant to honors program , we at the same tim巴 started having an lInd巴rstanding 出at， besides th巴 details of the programs 
now running, il would be more meaningful and significant 10 know the history of the programs ﾍ.n th巴 social con絶対， and how 
th巴 quality of th巴 programs is maintained organizationaly. Our most important discovery is that the high spirit of the faculty 
members, coordinators and administrative oficers is the driving force for honors program at University of California. W巴 do
not think it totaly possib l巴 to “ import" honors program from California. It wOlld rather be our mission to “ create" 
Japanese-adaptation of honors program that fuly incorporates the social background of Japan. 


























ー プログ ラ ムの歴史的背 SF-Center OU 









































Dean) 、荻原、 Johnson氏 (Assistant




















• Writing Skill 書く能力























• Project Pr叩 asal & R田earch 個別性の高いプログラ
ムを教員の指導のもとに行う




























• CCS (College of Creative Studies) サンタハーノ〈ラ校
にある「創造的j カレッジ



























ら河いた。 CCSが標携しているのはconsumer of knowl 









いる fSenior Rcsearch SeminarJ のユニークさは何より





































室 (Physics and Astronomy学部) に
て 。 (下図) オナー学生として教授の研
究を行っている学部生 (右) と指導す




























オナー学生にと ってのメリ ッ トは?




• Certificat巳 for Honor Student オナー学生としての証
• Dil・巴ct contact with professors 教員との個別的なコ ン
タクトの権利
• Better recommendation 1巴tters コンタクトのある教
員からの非常に良い推薦書
・ "LlFE ON CAMPUS" キャンパス内の学生寮への優
先的な権利
• Community of honor students オナー学生のコミユニ
ティーへ参加
・ Prior regisrration 通常の学生よりも先んじての履修
科目登録
• Access to Study Center オナ一学生だけがアクセス
できるセンタ ー
• Special lounges only for honor students オナー学生専
用の学生スペース
• Academic Advisor 履修上の相談にのる教員を配置
・ lnvitation to sp巴cia l seminars オナ一学生だけが招待
される特別なセミナー












































へ優先的に居住を許されることで，“Life on campus" が
成立する 。 Life on campus は図書館， 食堂などキャンパ























イ ーはエリ ー ト集
団への帰属意識が
良い循環を作っ て
カリフォルニア大学オナー ・ プログラム調査旅行 29 
勉学の意欲を高める 。 オナ ー学生だけが入室を許可され
たラウンジがある(写真参照 ; UCア ーパイン校) 。 中 に
は大学からの様々 な情報， 海外の情報，イ ンタ ー ネッ ト



























ラ校の Pol i t i c al





ある 日 のさんさんと降り注ぐカフェへ誘ってくれた。 そ
こでインタビュー を行うことになった。 May氏は実にの
びのびとした人格で， オナ ー学生としての自尊心を忌a障
な く 表現 し，我々の質問に答えてくれた。 上記にある
「特別プロジェクト 」 の枠を使って， 近い将来モスクワ
に研修に行く期待を 目 を輝かしながら語ってくれた。





機能 し，高度な も のがデザインされているという こ とで
ある 。 こ れはともすれば散逸的になりがちな 日本の大学
での教育プログラムとの好対照をなしている。全体装置
の成立を何が可能にしているのかということは，我々が


















サンタバーパラ校Letters and Science 
建物内にて 。 左より、荻原、 Ma ry
Nisbet教養学部副学科長、 熊野。 彼女
はは、現在は事務員であるが、 元 (;t.大
















ープログラ ム は教員にとってもやりがいのある ， 手応え
のある教育プログラムなのである 。 以下のポイントは
Nisbet副学科長が語ってくれたことである 。
• Can avoid too general topics あ ま りにも普通すぎる
講義内容でなく ， 多少専門的だ、ったり ，自分の話し
たい内容を話すことができる
• Can meet wi出 brighter students 優秀な学生にクラス
で出会うことができる
• Can know students better 一人一人の学生をより良
30 
く知ることが出来る
• Can get 問search outputs by undergrads without salary! 
オナー学生の成果は院生へなら支払うべき給料なし
に{与ることカずできる

















































































































































部) ・ 生物物理専攻 (大学院) の卒業生である。 大学院
卒業後にポスドクとして生命系大学で、働いたときに荻原
と知り合った。 数年間のポスドク期間を経て ， その後，






















































ントとパワー。 UCIのRoger McWilliams教授， UCSBの











Letters and Science のオナーズ7'口ヴ
ラムに参加するのと潤時に、 Biology学















苗床育成を目指して-jJ の研究成果の一部である. ) 
(おぎはら さとし くまのがく 理学研究科)
